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はじめに 
 

日本のアメリカンフットボールは、1970年代から旧川崎球場を中心にアメリカンフットボ

ールの試合が頻繁に開催されていることや、市内を拠点とする社会人、大学、高校チームや、

フラッグフットボールクラブチームが多くあること、さらには、2007 年にアメリカンフット

ボールワールドカップが開催され、世界のトップチームが川崎に集結し盛り上がったことなど、

川崎市との結びつきが強くなっています。 

このようなことから、アメリカンフットボールを活用したまちづくりを推進するために川崎

市と締結した包括協定を基に 2009 年には、「2009 年度アメリカンフットボールを活用した

まちづくり取組指針（以下「2009 年度取組指針」）」が策定されました。これは、2009 年か

らアメリカンフットボールの普及と地域のつながりを具体化するための取組内容を示したもの

です。しかし、策定から約１０年が経ったことから、ある一定の役割を終えたと考えます。こ

のため、今後さらなる発展をしていくためには、新たな取組指針が必要であると考えます。 

このようなことから、これまでの取り組みを振り返りつつ、近年の社会情勢を鑑みながら、

改めて、「アメリカンフットボールを活用したまちづくり取組指針」を策定することとしました。 

この取組指針は、2019年から１０年間の川崎市におけるアメリカンフットボールの発展と、

川崎市・地元との関わりに関する取組を示したものです。 

 

２０１９年３月 

公益社団法人 日本アメリカンフットボール協会 

川崎市アメリカンフットボール協会 
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第１章．当取組指針を考えるにあたって 
 

１．考え方の整理 

 

・当取組指針を考えるにあたって、次のことについて整理しました。 

 

（１）これまでの取組の整理 

  ①2009 年度取組指針の振り返り 

  ②川崎市とアメリカンフットボールの関わりについて 

  ③地元とアメリカンフットボールの関わりについて 

 

（２）関連する既往計画「川崎市スポーツ推進計画」について 

 

 

 

（１）これまでの取組の整理 

 

①2009 年度取組指針の振り返り 

・「2009 年度取組指針」が策定されたことにより、アメリカンフットボールの川崎市での展開

について、ある一定のビジョンができたことで、具体的な取組がしやすくなりました。一方

で、課題も明確になったと考えます。 

・このようなことから、「2009 年度取組指針」を振り返り、課題を整理したうえで、今後の取

組みを考えることが必要です。2009 年度取組指針の取り組み状況とその課題については、

次のように整理されます。 
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基本方針１．「アメリカンフットボールの拠点化の推進」について 

 

１）「魅力的な試合の開催」について 

 

＜実績＞ 

・富士通スタジアム川崎において、選手権試合や人気カードが多く組まれ、それとともに協会・

川崎市・地元の皆様が一体となっての集客活動も定着してきた。これにより、満員もしくは

満員に近いくらいの試合が増えた。 

 

□満員のスタンドの様子 

   

 

＜振り返り＞ 

・魅力的な試合は増えている。ただし、来場する観戦者は、従前からのアメリカンフットボー

ルファンがほとんどであり、観戦者層があまり広がっていない。 

・川崎が拠点であることが、市民に知られていない。市外についてもアメリカンフットボール

ファンや関係者以外に知られていない。 

・川崎でアメリカンフットボールに関係する組織同士が連携して PR できていいないのではな

いかと感じる。 

・2009 年度取組方針では、「川崎を象徴する試合」の内容が明確でなかった。 

・国際大会の開催も重要だが、国内大会を盛り上げないと、世界大会は目立たない。 
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２）「競技人口増加の取組」について 

 

＜実績＞ 

・タイタンズ計画により、小中学生タッチフットボールチームを主催する団体が２団体できた。 

 

□小中学生タッチフットボールの試合 

  

 

 

 

 

 

 

写真提供：関東中学生アメリカンフットボール連盟 

 

＜振り返り＞ 

・タイタンズ計画により、市内に２チームができた。そこへの参加者は比較的多いが、チーム

が増えるなどの横の広がりにつながっていない。 

・小学生ではフラッグフットボールを中心に競技人口が増えているが、中学生では増えていな

い。原因は指導者不足と部活との兼ね合いが原因ではないかと考える。 

・この 10 年間で各取組を通じ、アメリカンフットボール、フラッグフットボールの長所であ

る、個性や長所が活かせるマルチスポーツとして発信することができたと考える。 

・アメリカンフットボールはプレーすることについて、ハードルが高いスポーツである。子ど

もの年齢に合わせた参加の仕方が必要である。 

・フラッグフットボールでは、指導者を増やすために、指導者資格をつくることが必要である。

合わせて指導者資格を取得したくなるインセンティブが必要である。 

・「競技経験者の掘り起こし」の内容を明確にすることができなかった。 
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３）「競技の普及・発展の拠点の形成」について 

 

＜実績＞ 

・富士通スタジアム川崎にて、クリニック等が開催されることはあるものの、「競技の普及・発

展の拠点」という位置づけで、恒常的に行われる行事等を確立することはできなかった。 

 

＜振り返り＞ 

・「2009 年度取組指針」にある「指導者等会議・講習の開催」はできていない。「指導者会議・

講習」とは、どのようなものなのか、何を目指していたのか不明確である。再度議論する必

要がある。 

・「2009 年度取組指針」にある「指導者等の活躍の場」の意味が不明確である。 

・今後必要な視点であるが、サポートが必要なほど競技者が増えていない。 

 

 

基本方針２．「アメリカンフットボールを活用した地域商業・経済・コミュニティの活性化」の振り返り 

 

１）「競技団体と市内商店街の連携、地域商店経済の活性化」について 

 

＜実績＞ 

・富士通スタジアム川崎近くの商店街を“アメフト×商店街”として連携を図った。 

・“アメフト×商店街”の店舗から協力してもらい、X リーグ、関東学生連盟の試合に合わせて、

“川崎アメフト屋台村”を開催した。 

・地域イベントへ選手やチアリーダーが参加し、アメフトをＰＲした。 

 

□アメフト×商店街を紹介するホームページ 
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＜振り返り＞ 

・観客は、試合後は市役所通りを通って駅へ帰る人が多いようである。このため、富士通スタ

ジアム川崎からアメフト商店街への導線をもっと明確に表す必要がある。 

・地域のお店を知ってもらうための取組も重要である。 

・駅前の商業施設である川崎ルフロンと、試合イベント等で連携していただいている意味は大

きい。相互にお客様が行きかうなど、成果が出始めている。 

 

２）「ホームチームの地域の密着化」について 

 

＜実績＞ 

・富士通スタジアム、アサヒビールシルバースター及び法政大学オレンジが、地域密着型の取

り組みを実施している。 

・富士通フロンティアーズが多摩川美化運動に参加している。 

 

□ホームチームの試合の様子 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

＜振り返り＞ 

・「ホームチームの地域の密着化」については、各チームとも力を入れて取り組むようになった。

今後、どう展開するかが課題だと感じる。 

・選手の意識としては、ファンが増えるということは、自分自身のモチベーションを上げるも

のとなっており、励みにもなっている。 

・アメリカンフットボールについても、「する」「みる」「支える」の視点を取り入れた取組を考

えるべきである。 
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３）「地元ファンの増加、応援体制の強化」について 

 

＜実績＞ 

・富士通フロンティアーズは、川崎市のホームタウンスポーツ推進パートナーの一員として、

市と連携しての普及活動に、熱心に取り組んでいる。その結果、地元市民からの応援者が増

えている。 

・アサヒビールシルバースターは、川崎区と協働しての地域活動に、熱心に取り組んでいる。 

・富士通フロンティアーズによる「ゆるスポーツ」などの会場でのイベント実施。 

・社会人や学生の公式戦に、毎年、市民招待を実施しており、市民がスタジアムに足を運んで

いる。 

 

□地元チームの応援 

   

(C)KAWASAKI FRONTALE 

 

＜振り返り＞ 

・富士通スタジアム川崎については、日本のアメリカンフットボールにおいてフランチャイズ

方式として考えるのではなく、セントラル方式と考えるべきである。セントラル方式として、

どう盛り上げるか、その視点で考えることが必要である。 

・富士通フロンティアーズの試合は、毎回ほぼ満席になっているが、その他の試合が満席にな

っていない。その他の試合をどう満席にするかを考えるべきである。 
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基本方針．3「アメリカンフットボールと川崎の魅力発信・相互イメージアップ」の振り返り 

 

１）「共同ＰＲの展開」について 

 

＜実績＞ 

・アメリカンフットボールの英語版ＰＲパンフレットを市が作成し、協会が配布した。 

・バス車内広告、図書館レシートへの広告掲載などを通じて情報発信を行った。 

・小学生向けの試合会場でのイベント実施告知チラシを作成し、全市立小学校で配布した。 

 

＜振り返り＞ 

・川崎でアメリカンフットボールを開催していることが、市民にまだあまり知られていない。 

・ＰＲの方法について、アナログとデジタルをうまく使い分けることが重要である。 

・どういうメディアを使って、どうすれば良くなるか、知見も溜まっているので、それを活か

す必要がある。 

・協会と行政が協働でＰＲしていることについて、総合的にはすばらしいことである。 

・ＰＲにあったては、ターゲットの明確化が必要である。 

・行政とアメリカンフットボール関連団体で、役割分担の明確化が必要である。また、それを

割り振り（コーディネート）する体制も必要である。 

・地元チーム以外のファンをいかに富士通スタジアム川崎へ呼ぶかを考える必要がある。 

・川崎市がアメリカンフットボールを通じて、何をＰＲしたいのかを知る必要がある。 

 

２）誰でも楽しめる観戦環境づくり 

 

＜実績＞ 

・市民館等の公共施設で「アメリカンフットボール観戦講座」を開催している。参加者は、毎

回ほぼ定員に達している状況にある。 

 

＜振り返り＞ 

 ・多くの機会を設けて開催して「ルールがわからないから観ない」というハードルを下げていく 

  必要がある。 
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基本方針 4．「フラッグフットボールを通じた子どもたちの健全育成と市民の“絆”の強化」の振り返り 

 

１）「フラッグフットボールの推進による子どもたちの健全育成」について 

 

＜実績＞ 

・2007 年世界選手権を川崎で開催するにあたり、アメフトに興味関心を持たせ広げるため、

フラッグフットボールを小中高校生に体験させる普及事業を開始。当初はフラッグフットボ

ールに興味がある市立小中高校数校に依頼し実施した。その後、市内公立学校に実施希望調

査を行い、希望した学校には、川崎市アメリカンフットボール協会から派遣されたコーチが、

フラッグフットボールの楽しさ・喜びを味わう事を目的にした巡回指導を実施した。取組や

すいようにフラッグとボールを市が予算化し配布。現在、小学校すべてに配布済み。補充等

は平成 26 年度から学校予算で購入。中高は現在も希望校には配布している。 

・平成 20 年に改訂された小学校学習指導要領ではフラッグフットボールが明記され、体育の

授業で学習できるようになり、巡回指導を希望する学校が増加した。それに対して、中学校

では学習指導要領から選択体育が削除されたため、フラッグフットボールが学習できなくな

る。そのため、巡回指導は小学校が中心になっている。 

・ルールについては、３ダウン or４ダウンで前進し、タッチダウンをねらう作戦（スタートラ

インが毎回変わるため）は子どもや先生はなかなか理解できず、フラッグフットボールは難

しいという声が多く聞かれるようになった。このため、「分かりやすく・楽しく・夢中になれ

るゾーン得点方法での指導を試み、現在に至る。 

 

□ゾーン得点方法 

 

 

 

  

スタートライン

５ヤード

１０ヤード

１５ヤード

２０ヤード

１５ヤード

◎守備は５ヤードラインより後方に位置する

 スタートラインから５ヤードは０点ゾーン

　１０ヤードから１５ヤードは２点ゾーン

　　　　　　　　　　　　３点

　　５ヤードから１０ヤードは１点ゾーン

　１５ヤードから２０ヤードは３点ゾーン

スタートゾーン

　　　　　　　　　　　　０点

　　　　　　　　　　　　１点

　　　　　　　　　　　　２点

　２０ヤードを超えてのパスキャッチは０点



 

9 

 

＜振り返り＞ 

・フラッグフットボールの普及にここまで力を入れている自治体はみられない。 

・学校では取り組まれているが、放課後や休日にフラッグフットボールで楽しんでいる子ども

はあまりみかけない。放課後や休日にもフラッグフットボールを楽しむ子どもを増やすため

の環境づくりが必要である。 

・フラッグフットボールは、子どもたちにとってどのような価値があるかをしっかり発信する

必要がある。それをアメリカンフットボール関係者が言えると良い。 

・市内の小学校で取り組まれているが、教える人が足りていない。 

・小学校でゾーン得点方法を導入した結果、子ども達は「楽しかった」「もっとやりたい」、先

生方は「わかりやすい」「これなら私も指導できる」との感想が出されている。 

・私たちの目標「分かりやすく・楽しく・夢中になれるフラッグフットボール」に近づいたと

振り返りし現在に至る 

 

２）「フラッグフットボールの拠点化の推進」について 

 

＜実績＞ 

・富士通スタジアム川崎と法政大学グラウンドで、フラッグフットボールの選手権、ビッグイ

ベントが開催されている。 

・夏休みにとどろきアリーナで小学生、指導者を対象に体験会・講習会の実施しており、毎回

40 名以上の参加者がいる。 

 

【市内で開催される主な大会等】 

〇川崎市内小学生交流大会（主催：川崎市アメリカンフットボール協会 時期：５月、９月） 

〇藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムカップ（主催：川崎市 時期：1月） 

〇中原区フラッグフットボール小学生交流大会（主催：中原区役所、川崎市アメリカンフッ

トボール協会 時期：２月） 

〇NFL フラッグフットボール日本選手権大会（NFL FLAG） FINAL（主催：（公財）日本

フラッグフットボール協会 時期：12 月（隔年）） 

〇THE HUDDLE BOWL（主催：日本フラッグフットボール協会 時期１月） 
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□THE HUDDLE BOWL   □NFL FLAG    

  

 

□藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムカップ   □中原区フラッグフットボール小学生交流開会 

  

 

＜振り返り＞ 

・フラッグフットボールの普及にここまで力を入れている自治体はない。（再掲） 

・学校では取り組まれているが、放課後や休日にフラッグフットボールで楽しんでいる子ども

はあまりみかけない。放課後や休日にもフラッグフットボールを楽しむ子どもを増やすため

の環境づくりが必要である。（再掲） 

・フラッグフットボールは、子どもたちにとってどのような価値があるかをしっかり発信する

必要がある。それをアメリカンフットボール関係者が言えると良い。（再掲） 

・市内の小学校で取り組まれているが、教える人が足りていない。（再掲） 
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３）「フラッグフットボールを通じた市民の交流の推進」について 

 

＜実績＞ 

・X リーグ公式戦前に親子でキャッチボール等のイベントを実施している。 

・市民まつりでアサヒビールシルバースター選手によるフラッグフットボール教室を開催して

いる。 

・川崎みなと祭り、富士通スタジアム川崎主催での夏祭り等でアメリカンフットボール体験を

実施 

 

＜振り返り＞ 

・交流のイメージが明確ではない。 

・今後はおとなへの取り組みが必要ではないか。 

→スポーツする人（おとな）60%にすることを目指す必要がある。 

 

 

2009 年度取組指針全体について 

 

＜振り返り＞ 

・まずはアメリカンフットボールのまちづくりを進めていく組織体制を確立し、各関係団体と

の連携を深めることがスタート(内部マネジメントの整備)する。 

・定例的なミーティングを設け、アイディアを出し合う。出されたアイディアのうち、できそ

うなものについてはその都度実施する。また、2009 年に策定された取組指針は、10 年間

見直されなかったため、内容が時代に合わなくなった。このため、当取組指針については、

定期的に見直す必要がある。 

・アメリカンフットボールのＰＲだけでなく、川崎市とアメリカンフットボールの両方をＰＲ

する必要がある。 

・アメリカンフットボールが川崎市まちづくりでどのように貢献できるのかを、明確にする必

要がある。 

・フラッグフットボールについては、「子どもの健全育成」と「競技の普及」に分けて考える必

要がある。 
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②川崎市とアメリカンフットボールの関わりについて 

 

・旧川崎球場では、19７0 年代からアメリカンフットボールの試合が行われたと言われていま

す。また、これまで、2007 年のアメリカンフットボールワールドカップ川崎大会、2013

年に旧川崎球場がアメリカンフットボールを中心とした球技場、「富士通スタジアム川崎」と

して生まれ変わったことなどの動きがあります。このような動きのなか、川崎市と日本アメ

リカンフットボール協会の間では協定書が結ばれるなど、川崎市は日本のアメリカンフット

ボールの拠点であり、川崎市としても市内の活性化や市外へのＰＲなどの施策を行うための

大きな資源になっています。 

・200７年に締結された「川崎市と日本アメリカンフットボール協会との包括協定」には、下

記の内容が記されています。このようなことから、川崎市とアメリカンフットボールは、今

後も協働体制で取り組み、協定書の内容について具体化することが必要です。 

 

 

川崎市と日本アメリカンフットボール協会との包括協定 

 

第３回アメリカンフットボールワールドカップ 2007 川崎大会が川崎市で開催されたこと

を契機に、川崎市（以下「甲」という。）と社団法人日本アメリカンフットボール協会（以下

「乙」という。）は、相互の連携・協力の下、川崎市をアメリカンフットボールの拠点とする

とともに、アメリカンフットボールを活用したまちづくりを推進するため、次のとおり包括協

定を締結する。 

 

１ 甲と乙は、アメリカンフットボールを川崎の新たな魅力にはぐくみ、その魅力を全国に

向けて発信するものとする。 

２ 甲と乙は、アメリカンフットボールを通じた青少年の健全育成の推進に努めるものと

する。 

３ 甲は、アメリカンフットボールを活用した地域商業・経済の活性化に努め、乙はこれに

協力するものとする。 

４ 乙は、川崎市内のアメリカンフットボールの普及・振興に努めるものとし、甲は、乙の

活動を支援するものとする。 

５ 甲と乙は、上記に掲げる事項のほか、この協定の目的の実現に向けた取組を連携し

て推進するものとする。 

６ 具体的な事項及びその他必要な事項については、甲と乙が協議して別に定めるもの

とする。 

平成１９年１１月２９日 
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③地元とアメリカンフットボールの関わりについて 

 

・川崎市でアメリカンフットボールがさらに盛り上がるためには、行政だけでなく、市民から

愛着を持たれ、誇りに思ってもらう必要があります。 

・このためには、いかにアメリカンフットボールが市民にとって身近になるかが重要です。こ

のため、これまで市内のさまざまな団体などと連携しながら、次のような取組を行いました。 

 

１）アメフト×商店街 

・富士通スタジアム川崎近くにある商店街を、「アメフト×商店街」として、アメリカンフット

ボールとの関係性、連携を強めています。 

・具体的には、富士通スタジアム川崎のホームページで紹介したり、試合当日に富士通スタジ

アム川崎の広場部分で、商店街店舗による川崎アメフト屋台村の開催などを行い、来場者か

ら好評です。 
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２）川崎ルフロンとのタイアップ 

・川崎駅前の川崎ルフロンとタイアップしてさまざまな催しを実施しています。これらは、ア

メリカンフットボールを身近に感じる機会 になっています。 

 

■川崎ルフロンＤＡＹ 

・Ｘリーグのリーグ戦開催期間中には、川崎ルフロンＤＡＹと称してさまざまな企画を実施し

ています。主なものとしては、X リーグチアダンス教室、フラッグフットボール体験教室、

選手とのふれあい、フィールドゴールチャレンジ等、参加型のイベントを開催しています。 

・フィールドゴールチャレンジでは、参加者がキックしたボールがゴールポストに入ると、川

崎ルフロンで抽選できる券がもらえるなど、川崎ルフロンとコラボした企画になっています。 

 

□川崎ルフロンＤＡＹ 
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■Ｘリーグトークバトル in 川崎ルフロン 

・秋季リーグ戦のシーズンイン直前には、川崎ルフロンのシンデレラステップで、Ｘリーグの

監督やヘッドコーチによるＸリーグトークバトル in川崎ルフロンが開催されます。人通りが

多い場所で開催することから、ファンだけではなく、通行人や川崎ルフロンへの買い物客な

ど、多くの人の目に留まっています。 

 

□Ｘリーグトークバトル in川崎ルフロン 

  

 

３）市内で開催されるイベントへの参加 

・市内で開催される各イベントに市内のアメリカンフットボールチームを中心に参加し、ＰＲ

活動を行っています。 

 

□かわさき市民まつり 
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□フェスティバルなかわさき       □かわさき楽大師 

  

 

□川崎みなと祭り            □民家園通り商店会夏まつり 

  

 

□あさお区民まつり 

 

 

 

  

http://www.xleague.com/xproject/2017/20170916.php
http://www.xleague.com/xproject/2017/20170416.php
http://www.xleague.com/xproject/2017/20170722.php
http://www.xleague.com/xproject/2017/20171008.php
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（２）関連する既往計画「川崎市スポーツ推進計画」について 

 

・川崎市では、平成３０年に「川崎市スポーツ推進計画」が改定されました。このなかでは、

川崎市のスポーツの方向性を次のように示しています。 

・川崎市におけるアメリカンフットボールの展開についても、「川崎市スポーツ推進計画」を踏

まえながら取組む必要があります。 

 

① 川崎市スポーツ推進計画の体系（出典：川崎市スポーツ推進計画） 
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②基本方針 

 

基本方針１ スポーツを身近に親しむことができるまち 

・市民の誰もが、身近な場所でいつでもスポーツに接することができ、スポーツを身近に感じることが

できるまちを目指し、スポーツを「する」、「観る」、「支える」観点から、機会の拡充、安全を確保した

環境づくりに取り組みます。 

 

基本方針２ 生涯にわたってスポーツを元気に楽しめるまち 

・年齢や性別、障害のあるなしに関わらず、誰もが生涯にわたって日常的にスポーツに親しみ、楽しむこ

とができ、体力の維持向上や健やかな心身を育むことができるまちを目指します。そのために、市民の

体力や年齢、興味・関心の変化などに応じ、子どもから高齢者までライフステージに対応した多様なス

ポーツ施策を展開します。 

 

基本方針３ スポーツを通して仲間とふれあい、地域での交流が深まるまち 

・スポーツには、お互いを知り合い、交流を深めるきっかけとなるだけではなく、地域においてコミュニ

ティを形成し、現代社会で希薄となった住民同士の関わりを生み出す効果も期待されます。こうした

スポーツの効果を活用し、スポーツを通し、地域でともに暮らす仲間とのふれあいやコミュニケーシ

ョンを楽しみ、地域社会への参加のきっかけが得られ、地域での交流が深まるまちを目指します。 

 

基本方針４ スポーツに挑戦する喜びがあるまち 

・各種スポーツにおける技術力向上や記録・目標の達成に向けた競技力の強化などを行い、スポーツに

挑戦し、その成果を発揮することができるまちを目指します。 

 

基本方針５ スポーツを通して川崎の魅力・活力が感じられるまち 

・川崎で活躍するトップチーム・トップアスリートと連携を図るなど、地域活動や地域の活力を高める

取組を推進し、スポーツを通して、誰もが川崎の魅力・活力が感じられるまちを目指します。 
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③アメリカンフットボールに関わる取組内容 

１）アメリカンフットボールと直接関係するもの 

 

（４）アメリカンフットボールを活かしたまちづくり 

本市は、アメリカンフットボール社会人Ｘリーグや学生リーグの公式戦がかねてより川崎球場で数多

く開催されていたほか、複数の国内トップチームの練習拠点が市内にあるなど、もともとアメリカンフ

ットボールが活発でなじみの深い土地柄です。 

平成 19（2007）年にアジアで初めてとなるアメリカンフットボールワールドカップ大会が川崎で開催

されたことを契機に、同年 11 月には、日本アメリカンフットボール協会と、アメリカンフットボールを

今後のまちづくりにより活用していくための包括協定を締結しました。 

こうした経緯や地域資源を踏まえ、多様な媒体・メディアを活用しながらアメリカンフットボールの

魅力を広く市内外に発信しイメージアップを図るとともに、競技関係者と商店街が広報・ＰＲ・イベント

等で連携し、競技の魅力の発信や地域経済の活性化につなげる取組を推進していきます。 

併せて、教育的効果の高さが注目されているフラッグフットボールを市内学校教育の中に定着させ、

子どもたちの健全育成につなげていきます。 

 

主な取組 概要 

アメリカンフットボール公

式戦への市民招待 

川崎市を拠点として数多くの試合が行われているアメリカンフット

ボールの迫力を間近で体感してもらうため、国内トップリーグのＸリ

ーグ（日本社会人アメリカンフットボールリーグ）や関東大学アメリ

カンフットボールの公式戦に市民を招待します。 

富士通スタジアム川崎（川

崎富士見球技場）を活用し

た取組 

アメリカンフットボールの聖地（活動拠点）となっている富士通スタ

ジアム川崎（川崎富士見球技場）は、4,000 席程度の常設観客席を整

備するなど、競技者と観客の双方が利用しやすい施設となっていま

す。 

日本アメリカンフットボール協会等の関係事業者と連携を図りなが

ら、同スタジアムを活用し、「川崎アメフト屋台村」などの魅力発信イ

ベントを開催しアメリカンフットボールを活用したまちづくりを進

めます。 

アメリカンフットボールを

活用した商店街振興 

川崎駅周辺の商店街での飲食割引やサービス特典を掲載した広報物

の作成など、川崎球場で数多く開催されるアメリカンフットボールの

試合をまちの賑わい・商店街振興につなげるための取組を進めます。 

フラッグフットボールの普

及・交流大会 

アメリカンフットボールを基に誰でも安全に楽しめるよう考案され

たフラッグフットボールについて、小学校の授業で取り組むととも

に、子どもたちの交流大会を開催します。 

アサヒビールシルバースタ

ーとの連携（川崎区） 

川崎区内で活動している「アサヒビールシルバースター」と連携し、

選手と子どもたちがふれあう体験イベントなどを実施します。 

富士通フロンティアーズ・

法政大学オレンジとの連携

（中原区） 

中原区内を活動拠点とする両チームとの連携を深め、アメリカンフッ

トボール・フラッグフットボールの普及に取り組みます。 
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２）間接的に関連するもの 

 

主な取組 概要 

ふれあいスポーツ教室 

子どもたちにスポーツの楽しさや素晴らしさを感じてもらうため、本市

をホームタウンとして活躍する「かわさきスポーツパートナー」が小学

校に出向き、子どもたちと選手が直接ふれあう取組を進めます。 

「かわさきスポーツパート

ナー」のホームゲーム招待

や交流イベント実施 

本市をホームタウンとして活躍する「かわさきスポーツパートナー」の

試合に市民を招待し、スポーツ観戦の醍醐味を直接肌で感じることので

きる機会を提供します。 

また、「かわさきスポーツパートナー」間で協力し、種目の枠を超えた連

携や一堂に会する市民との交流イベントなどを実施し、地域に根差した

活動を行います。 

市内を拠点に活動するアス

リートとの連携 

本市をホームタウンとして活躍する「かわさきスポーツパートナー」の

ほか、様々な種目で市内各地区を拠点に活躍しているアスリートとの連

携を進めます。 

スポーツと連携した観光振

興 

国内外におけるスポーツツーリズムの高まりなどの動向を踏まえ、自転

車で市内各地の名所を巡る「かわさきライドサーカス」などの体験型イ 

ベントや、「かわさきスポーツパートナー」と連携した取組など、川崎の

魅力 を広く知ってもらい、本市の魅力を高めるまちづくりを進めます。 

Ｂｕｙかわさきキャンペー

ンとの連携 

「Ｂｕｙかわさきキャンペーン」と連携し、川崎フロンターレのホーム

ゲームや大規模スポーツ大会などにおいて名産品を購入できる店舗を出

店し、市内の優れた産物を市内外に広く紹介し、市内での消費拡大に取

り組みます。 
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２．課題の整理 

 

・上記を踏まえると、今後は次のような課題が挙げられます。 

 

■川崎市民をはじめ市外の人にも川崎がアメリカンフットボールの拠点であることを知ってもらう

必要がある 

・リーグ戦等の対戦方法が充実したことや、チームの実力が上がったことなどから、魅力的な

試合は増えています。それに伴い富士通スタジアム川崎が満員になる試合も増えてきました。

ただし、来場する観戦者は、従前からのアメリカンフットボールファンや選手の家族、友人、

同僚などがほとんどであり、観戦者層が広がらないようです。 

・また、川崎市民にも、川崎がアメリカンフットボールの拠点であることが、まだまだ認知さ

れていません。さらに、市外についてもアメリカンフットボールファンや関係者以外に知ら

れていない状況です。 

・このようなことから、川崎市民をはじめ市外の人にも川崎がアメリカンフットボールの拠点

であることを知ってもらう必要があります。 

 

 

■「川崎市と日本アメリカンフットボール協会との包括協定」の推進を行う必要がある 

・川崎市とアメリカンフットボールが連携している根拠は、「川崎市と日本アメリカンフットボ

ール協会との包括協定」になります。このため、包括協定の内容を川崎市とアメリカンフッ

トボールが協働して取組む必要があります。 

 

 

■「川崎市スポーツ推進計画」推進の一翼を担う必要がある 

・2018 年３月に改定された「川崎市スポーツ推進計画」には、川崎におけるアメリカンフッ

トボールの普及やアメリカンフットボールのまちづくりが記されています。このようなこと

から、これらを具体化し、実現する取組を行う必要があります。 

 

 

■アメリカンフットボールを「する」「みる」「支える」の観点で考える 

・平成 23 年に成立したスポーツ基本法やスポーツ立国戦略、合わせて「川崎市スポーツ推進

計画」では、スポーツを発展させることや、より身近にするためには、「する」「みる」「支え

る」を重視する必要があると示されています。このようなことから、アメリカンフットボー

ルにおいても、「する」「みる」「支える」の観点で具体的な取組を考える必要があります。 
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■アメリカンフットボールをもっと市民にとって身近なスポーツとする必要がある 

・アメリカンフットボールが川崎でもっと普及するためには、多くの市民にアメリカンフット

ボールの魅力や社会的価値を知ってもらうなど、もっと身近なスポーツとする必要がありま

す。 

 

 

■地域経済活性化への寄与 

・富士通スタジアム川崎近くの仲見世通商店街と、「アメフト×商店街」として連携しています。

また、川崎駅前の川崎ルフロンなどと連携しイベントなどを開催しています。商店街や川崎

ルフロンと連携することにより、商店街やルフロン等においてアメリカンフットボールのPR

を、富士通スタジアム川崎おいて、商店街やルフロンの PR を行うなどの連携体制ができま

した。 

・今後も引き続き、商店街やルフロンと連携し、さまざまなイベントなどの催しを行うことが

必要です。また、他の商店街や大規模小売店舗などと連携の輪を広げていくことが求められ

ます。併せて、地元企業とも連携を図り、富士通スタジアム川崎周辺や川崎の地域経済の発

展に寄与していくことが重要です。 

・アメリカンフットボールの試合には、多くのお客さんが来場することから、お客さんが富士

通スタジアム川崎周辺のまちを回遊するようなしくみづくりが求められます。 

 

 

■取組指針の定期的見直し 

・2009 年に取組指針が策定されましたが、その後は特に見直しなどはありませんでした。し

かし、時代は変化し取組指針の内容は、そぐわなくなったものもありました。このようなこ

とから、当取組指針については、定期的に見直し、その時代にあったものにしていく必要が

あります。 
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第２章．当取組方針の基本目標と方向性 
 

１．基本目標 

 

・この先１０年についても、2007 年に締結した「川崎市と日本アメリカンフットボール協会

との包括協定」に沿って取組むことが重要であると考えます。このため、当取組方針の基本

目標については、協定に基づいて策定された「2009 年度取組指針」で示されたもの将来の

イメージを引き継ぐものとします。 

 

■アメリカンフットボールの拠点化の推進 

・川崎で数多くのアメリカンフットボールの試合や指導者講習会などを開催することにより、

多数の関係者及びファンが川崎を訪れるとともに、川崎がアメリカンフットボールにとって

特別なまちであることが広く認識されている状況をつくっていきます。 

・また、多くの子どもたちが川崎でアメリカンフットボールに取り組むなど、市民の間でもア

メリカンフットボールが広く浸透している状況を目指します。 

 

■アメリカンフットボールを活用した地域商業・経済・コミュニティの活性化 

・アメリカンフットボールの試合開催を、地域商業・経済の活性化につなげていく取組を推進

していきます。 

・また、市内を拠点に活動しているアメリカンフットボールチームと連携した取組により、ア

メリカンフットボールを介した地域コミュニティの活性化を進めます。 

 

■アメリカンフットボールと川崎の魅力発信・相互イメージアップ 

・アメリカンフットボールの魅力を広く市民に発信し、様々な市民が競技に触れる機会を増や

すための観戦環境の改善や整備、交流事業の実施を進めます。 

・アメリカンフットボールを川崎の新たな魅力のひとつとして育て、内外に広く発信すること

により、アメリカンフットボールと川崎市の相互イメージアップを図ります。 

 

■フラッグフットボールを通じた子どもたちの健全育成と市民の“絆”の強化 

・学習指導要領への掲載などにより、その教育的効果の高さが証明されているフラッグフットボ

ールの普及を促進し、子どもたちの健全育成につなげていきます。 

・また、誰でも気軽にできるという球技の特性を活かし、フラッグフットボールを通じた市民の

交流を促進し、多様な市民のつながりの強化、地域コミュニティの活性化を図っていきます。 
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２．基本目標を具体化するために 

 

・近年、文部科学省が策定した「スポーツ基本法」や「スポーツ基本計画」をはじめ、スポー

ツを発展させるためには、「する人」、「観る人」、「支える人」を増やすことが重要とされてい

ます。また、「川崎市スポーツ推進計画」においても、同様のことを重視しています。 

・このようなことから、川崎におけるアメリカンフットボールのまちづくりを発展させるため

には、「する人」、「観る人」、「支える人」を増やすことを目指します。 

・なお、川崎のアメリカンフットボールにおける「する人」、「観る人」、「支える人」の定義に

ついては、川崎やアメリカンフットボールを取り巻く状況を踏まえると、次のように考えま

す。 

 

「する人」 

・子どもから高齢者まで、障害の有無や性別・国籍など関係なく、誰もが生涯に渡り、アメリ

カンフットボールを楽しむ人 

 

「観る人」 

・富士通スタジアム川崎でアメリカンフットボールの試合を観戦し、喜びや感動を共感する仲

間 

 

「支える人」 

・アメリカンフットボールの指導者の育成と地域・商店街・企業・サポーター等でアメリカン

フットボールを支える人 

 

・川崎のスポーツにおいて、「する人」、「観る人」「支える人」を増やすことにより、「スポーツ

に親しみ、健幸で 100歳（長寿）まで豊かに過ごせるまちをつくることができると考えられ

ます。その１つとして、「アメリカンフットボールを楽しむことができる川崎」を目指します。 
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３．取組方針 

 

・基本目標を具体化するために、次のような取組方針で行います。 

 

取組方針１．川崎がアメリカンフットボールの拠点であることをさらに広く周知する 

 

・川崎では川崎球場時代から含めて、多くの試合が開催されてきました。また、2007 年のワ

ールドカップの開催、富士通スタジアム川崎の整備など、川崎がアメリカンフットボールの

拠点の環境づくりが進められてきています。しかし、市民への認知については、まだまだの

状況です。 

・このようなことから、川崎市がアメリカンフットボールの拠点であることを、市内外にさら

に広く周知し、多くの人に知ってもらい、さらに来てもらえるような取組を行います。 

 

取組方針２．川崎市と協働で「アメリカンフットボールを活かしたまちづくり」を進める 

 

・2007 年に川崎市と日本アメリカンフットボール協会において、アメリカンフットボールを

今後のまちづくりにより活用していくための包括協定を締結しました。このような背景もあ

り、2018 年３月に策定された「川崎市スポーツ推進計画」においても、これに基づく取組

が記されています。 

・このようなことから、川崎市と協働で「アメリカンフットボールを活かしたまちづくり」を

進める取組を行います。 

 

取組方針３．アメリカンフットボールをもっと市民にとって身近なスポーツとする 

 

・アメリカンフットボールはルールが難しいなど、まだまだ市民にとって身近なスポーツにな

っていないようです。スポーツが愛着を持たれるためには、そのスポーツをもっと市民にと

って身近なものにする必要があります。 

・このようなことから、アメリカンフットボールをもっと市民にとって身近なものになるよう

な取組を行います。 
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取組方針４．富士通スタジアム川崎を市民が誇れる施設とする 

 

・川崎が拠点であるためには、試合が開催される富士通スタジアム川崎が市民から愛着を持た

れ、誇れる施設であることが必要です。そのためには、まず、試合があるときには必ず、ス

タジアムを “試合以外” でも楽しめる場にし、観戦価値を高めてリピーターを増やす施策

を行う必要があります。 

・富士通スタジアム川崎と一体となって、市民が誇れる施設となる取組を行います。 

 

取組方針５．観戦者に川崎の魅力を知ってもらう 

 

・近年のスタジアムは、ただ試合を観るだけでなく、そのスタジアムやその周辺でさまざまな

楽しみがあるように工夫されており、これによってファンを増やすことや、そのまちの魅力

向上につながり、スポーツとまちが良い関係を築くことができます。 

・このようなことから、富士通スタジアム川崎においても試合観戦だけでなく、その周辺地域

や川崎全体の魅力知ってもらい、地域経済に寄与できるような活動を行います。この活動も、

富士通スタジアム川崎と一体となって、取組を行います。 

 

取組方針６．魅力的な試合を開催する 

 

・アメリカンフットボールの拠点となるためには、選手権大会やビッグゲームが数多く開催さ

れることが必要です。また、その選手権大会やビッグゲームにたくさんの観戦者に来てもら

う必要があります。 

・このようなことから、多くの選手権大会やビッグゲームを開催するとともに、その試合にた

くさんの人が来てもらえるような取組を行います。 

 

取組方針７．フラッグフットボールを通じた子どもたちの健全育成と市民の“絆”の強

化を図る  

 

・新しい学習指導要領にフラッグフットボールが再度掲載され、その教育的効果の高さが証明

されています。今後は、さらにわかりやすく、楽しく、夢中になれるフラッグフットボール

の普及を促進し、子どもたちの健全育成につなげていきます。 

・また、誰でも気軽にできるという特性を活かし、フラッグフットボールを通じた市民の交流

を促進し、多様な市民のつながりの強化、地域コミュニティの活性化を図っていきます。 

  



 

27 

 

第３章．具体的な取組について 
 

１．取組内容 

 

取組方針１．川崎がアメリカンフットボールの拠点であることをさらに広く周知する 

 

 

■取組内容 

（１）各団体のホームページを活用した周知 

（２）他都市を拠点とするチームの川崎での活動の支援 

（３）富士通スタジアム川崎目線による告知ツール開発 

（４）川崎市のメディアの活用 

（５）富士通スタジアム川崎のさらなる拠点化の推進 

（６）情報発信体制の強化 

（７）地元の大規模店舗との連携の発展 

 

 

（１）各団体のホームページを活用した周知 

・川崎がアメリカンフットボールの拠点であること多くの人に知ってもらうためには、各団体

が持っているホームページで発信することが重要と言えます。このようなことから、JAFA

や川崎市などの既存のホームページを活用して積極的にＰＲします。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇川崎市視点でアメリカンフットボールを紹介するホーム

ページをつくる。 

〇上記ホームページに JAFA ホームページ TOP にバナ

ーを貼りリンクする 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 

 

 

  



 

28 

 

（２）他都市を拠点とするチームの川崎での活動の支援 

・川崎がアメリカンフットボールの拠点であることを多くの人に感じてもらうためには、川崎

が拠点でないチームも川崎で活動や取組をできる環境をつくる必要があります。このような

ことから、他都市を拠点とするチームで、川崎で活動や取組を希望するチームに対して、川

崎で活動しやすいように支援を行います。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇川崎市アメリカンフットボール協会の再構成を行う（社会

人、学生、高校、フラッグフットボールチーム等の参加、

連携体制の構築） 

中・長期（2022年～2029年） 〇川崎市アメリカンフットボール協会主催の交流試合の開

催する 

 

 

（３）富士通スタジアム川崎目線による告知ツール開発 

・富士通スタジアム川崎では、多くの市民に愛され来場してもらえるように、普段から多くの

情報を発信しています。アメリカンフットボールにおいても富士通スタジアム川崎と連携し

ながら情報発信を行い、多くの市民やファンに来場してもらうことを目指します。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇富士通スタジアム川崎の発信力をフルに発揮していただ

けるように、アメリカンフットボール組織が、統合的な情

報発信の仕組みを確立する。 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 
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（４）川崎市のメディアの活用 

・川崎市では、各種メディアを持っています。これらは多くの市民の目に留まり知らせる力が

あります。このため、川崎市の協力を得て川崎市の持つ各種メディアを活用して、市民に広

く PRします。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇市民とアメフトを繋げるような観戦企画、プレゼント企画

等の実施 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 

 

 

（５）富士通スタジアム川崎のさらなる拠点化の推進 

・富士通スタジアム川崎を、アメリカンフットボールの拠点とする活動をさらに推進するため

には、スタジアムを管理する指定管理団体からも協力を得る必要があります。このようなこ

とから、引き続き強固な連携・協力体制を築きます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇すべての試合やイベントの情報をタイムリーに共有し、集

客施策に協働で取り組めるようにする 

中・長期（2022年～2029年） 〇2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 
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（６）情報発信体制の強化 

・川崎がアメリカンフットボールの拠点であることや魅力を市内外の人に広く知ってもらうた

めには、情報発信体制をさらに強化することが必要です。このようなことから、情報発信に

ついては、川崎市のシティプロモーションと密接に連携した体制をつくります。このため、

JAFA（あるいはNFA）に、情報発信セクションを設置します。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇アメリカンフットボール関連組織の専門の情報発信体制

を確立する。 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 

 

 

（７）地元の大規模店舗との連携の発展 

・川崎駅周辺には、市内外から多くの人が集まるショッピングセンターなどの大型商業施設や

シネコンなどの映画館がたくさんあり、いつもにぎわっています。川崎がアメリカンフット

ボールの拠点であることを知ってもらうためには、ここに買い物や遊びに来る人をターゲッ

トにすることは有効であると考えます。このようなことから、川崎駅周辺に買い物や遊びに

来る人にＰＲできるように、大規模商業施設との連携を積極的に図っていきます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○川崎ルフロンとの連携を継続する。 

○川崎ルフロンとのコラボイベントの充実・発展させる。 

中・長期（2022年～2029年） 〇連携する大型商業施設を増やすことを検討する。 
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取組方針２． 

 川崎市と協働で「アメリカンフットボールを活かしたまちづくり」

を進める 
 

■取組内容 

（１）川崎市スポーツ推進計画の推進 

（２）ホームタウンスポーツチームとの連携 

（３）既存のガイドマップやチラシの活用 

 

 

（１）川崎市スポーツ推進計画の推進 

・平成 30 年に川崎市スポーツ推進計画が改定されました。この推進にあたっては、アメリカ

ンフットボール、フラッグフットボールにおいても一役を担っています。このようなことか

ら、川崎市スポーツ推進計画に関わる取組を実施します。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○川崎市スポーツ推進計画のアメリカンフットボールに関

連する内容を実施する。 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、取組の充実を図

る。 

 

 

（２）ホームタウンスポーツチームとの連携 

・川崎のスポーツをもっと盛り上げるためには、競技が異なっていてもホームタウンスポーツ

同士の交流や連携が必要であると考えます。このようなことから、川崎フロンターレや川崎

ブレイブサンダースなどと交流や連携を深めていき、それぞれの試合等で、ホームタウンス

ポーツ同士のＰＲを行います。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇他スポーツとのコラボ方法を検討する。 

○ホームタウンスポーツの団体が連携したまちづくり活動

を検討する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇他スポーツとのコラボ企画の実施を検討する。 
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（３）既存のガイドマップやチラシの活用 

・これまで川崎を PR するためのチラシや冊子、ガイドマップなどが多数作成されています。

このようなチラシや冊子、ガイドマップをスタジアムに配架し、アメリカンフットボールを

観に来た人が気軽に手に取ってもらえるようにします。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○富士通スタジアム川崎内に、既存のチラシや冊子を置くラ

ックの設置する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇SNS 等の媒体を利用した周辺地域の情報提供と拡散を行

う。 

○富士通スタジアム川崎に川崎観光ガイドセンターの機能

付加することの可能性について検討する。 
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取組方針３． 

 アメリカンフットボールをもっと市民にとって身近なスポーツと

する 
 

■取組内容 

（１）市内で開催されるイベント等への参加 

（２）市内施設での周知の充実 

（３）川崎区民を巻き込んだイベントの開催 

（４）小学校のフラッグフットボール授業を活かした周知 

（５）アメリカンフットボール観戦講座の充実 

（６）小学校にあるフラッグフットボール備品の充実 

（７）アメリカンフットボール選手による地域貢献活動 

（８）地元のゆかりある選手のフラッグフットボールへの参加 

 

 

（１）市内で開催されるイベント等への参加 

・アメリカンフットボールの魅力を市民に伝えるためには、市民にとってアメリカンフットボ

ールが身近なスポーツであることが必要です。このようなことから、引き続き、市内で開催

されるイベント等に積極的に参加し、観戦講座等で市民とのふれあいの場をつくることに努

めます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇これまで通り、かわさき市民まつりをはじめとした各区の

区民祭や市内で開催されるイベントなどのイベントへ参

加を継続する。 

〇さらに参加できそうな市内で開催されるイベントを洗い

出しを行う。 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 
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（２）市内施設での周知の充実 

・市内の公共施設や市バスの中で、富士通スタジアム川崎で開催される試合をポスターなどで

ＰＲしてきました。今後も引き続き市内公共施設においてＰＲすることや、公共性が高い施

設でのＰＲを展開します。またポスターだけでなく、映像を用いるなど、より多くの市民の

興味を持ってもらえるような工夫をします。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇公共施設等でのポスターやリーフレットなどを配布する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇公共施設等にあるモニターを使って、アメリカンフットボ

ールの試合中継やダイジェスト版の放映の可能性を検討

する。 

 

 

（３）川崎区民を巻き込んだイベントの開催 

・富士通スタジアム川崎のお膝下である川崎区民に積極的に足を運んでもらえる仕組みが求め

られます。このようなことから、川崎区の方々と協働で試合をイベント化し、「年に一度は必

ず訪れていただく」ようにします。例えば、かわさき市民まつりが例年秋季リーグ戦のシー

ズンと重なることから、かわさき市民まつりの期間中に、試合を開催することなどが考えら

れます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇かわさき市民まつりに合わせて、アメリカンフットボール

をアピールする企画を開催する。 

〇かわさき市民まつり内でフラッグフットボール体験企画

実施の可能性を検討する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇かわさき市民まつりに合わせた公式戦開催の可能性を検

討する。 

〇かわさき市民まつり内でアメリカンフットフットボール

観戦講座の開催の可能性を検討する。 
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（４）小学校のフラッグフットボール授業を活かした周知 

・川崎市では、現在 100 校を超える小学校でフラッグフットボールの巡回授業が行われてい

ます。このようなことから、これを活かして小学生やさらにその保護者などにアメリカンフ

ットボールの魅力を伝えます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇フラッグフットボールとアメリカンフットボールの関係

性がわかる資料やリーフレットを作成し、小学校で配布す

ることを検討する。 

〇巡回授業の講師に、アメリカンフットボール選手が参加す

る仕組みをつくる。 

〇市民参加の競技大会を開催する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇近隣市町村を巻き込んだ競技大会を開催する。 

 

 

（５）アメリカンフットボール観戦講座の充実 

・現在、アメリカンフットボール観戦講座が開催されており、好評で参加希望者がたくさんい

ます。このようなことから、観戦講座の回数や開催場所を増やします。講師については、フ

ラッグフットボール指導員などが行うことが考えられます。また、講座の名前を「アメリカ

ンフットボールを１００倍楽しめる講座」など、市民になじみやすく話題性があるものにし

ます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇試合会場で初心者向け講座開催を開催する。 

〇アメリカンフットボール観戦講座ができす講師を増やし、

講座の回数を増やす。 

中・長期（2022年～2029年） 〇試合会場で選手や若手 OB 等による個別解説付き講座開

催を検討する。 

 

 

  



 

36 

 

（６）小学校にあるフラッグフットボール備品の充実 

・10 年以上フラッグフットボール巡回指導を続けていますが、備品が傷んでいるものを使っ

ている学校が見受けられます。フラッグフットボールに興味を持ってもらうためにも、それ

なりにしっかりした備品が各学校に揃っていることが重要です。このようなことから、巡回

指導員が各学校の備品の状況を把握します。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇巡回指導員による各小学校の備品の把握調査を行う。 

中・長期（2022年～2029年） 〇小学校のフラッグフットボール備品の予算化及び買替え

を検討する。 

 

 

（７）アメリカンフットボール選手による地域貢献活動 

・市民がアメリカンフットボールを身近に感じてもらうためには、選手等が社会貢献活動やま

ちづくり活動に参加することも１つの方法です。例えば、川崎駅周辺商店街での客引き防止

の啓発キャンペーン活動や、清掃活動などに選手が参加できるような環境整備や選手への支

援を行います。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○アメリカンフットボールチームの、清掃活動等の社会貢献

活動への参加を促す。（川崎駅周辺、武蔵新城駅周辺 等） 

〇各チームのグラウンド周辺での清掃活動を促す。 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 
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（８）地元のゆかりある選手のフラッグフットボールへの参加 

・現役アメリカンフットボール選手のなかには、川崎市出身で小学生や中学生のころに、フラ

ッグフットボールを体験している人も多いようです。このようなことから、地元のゆかりあ

る選手が参加する等企画を工夫しながら継続して実施します。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○「アメフト選手母校へ帰る」企画・実施（川崎出身のアメ

リカンフットボール選手が母校でフラッグを教える） 

中・長期（2022年～2029年） ○川崎出身のアメリカンフットボール選手やＯＢが、市内で

フラッグフットボールチームのコーチを務められる環境

をつくる。 
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取組方針４． 

 富士通スタジアム川崎を市民が誇れる施設とする 
 

■取組内容 

（１）富士通スタジアム川崎を日本一観やすいスタジアムにする 

（２）日本代表チームの拠点として活用 

（３）観戦に来た子どもが飽きない観戦環境づくり 

 

 

（１）富士通スタジアム川崎を日本一観やすいスタジアムにする 

・富士通スタジアム川崎でのアメリカンフットボールの試合の観やすさは好評ですが、さらに

観やすさを追求することにより、多くの人が来場することが望めます。たとえば、大型ビジ

ョンの設置を行うなど、富士通スタジアム川崎を「日本で最もアメリカンフットボールを見

やすいスタジアム」になるように働きかけます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇もっと見やすくなるように既存得点板の整備を検討する。 

〇富士通スタジアム川崎内のアメリカンフットボール関連

展示品のさらなる充実を図る。 

中・長期（2022年～2029年） 〇富士通スタジアム川崎内に大型ビジョン設置の可能性を

検討する。（予算面、技術面等） 

 

 

（２）日本代表チームの拠点として活用 

・近年、アメリカンフットボールやフラッグフットボールの国際試合が盛んになっていますが、

関係者やファン以外の認知はあまり高くありません。このようなことから、日本代表チーム

の壮行試合、練習会場として市内施設を利用し、多くの人に知ってもらう機会をつくります。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇富士通スタジアム川崎内の日本代表関連展示品のさらな

る充実を図る。 

中・長期（2022年～2029年） 〇練習会場としての公開練習や記者会見の開催の可能性を

検討する。 
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（３）観戦に来た子どもが飽きない観戦環境づくり 

・富士通スタジアム川崎に家族で観戦に来る人がいますが、小さな子どもは飽きてしまうこと

が多いようです。家族で観戦に来てもおとなも子どもも楽しくスタジアムで過ごせる環境を

つくることを検討します。子どもが普段から富士通スタジアム川崎へ遊びに行きたいと思っ

てもらえるような取組を行います。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇現在行われている川崎ルフロンデーのような企画を継続

する。合わせて開催回数を増やす。 

中・長期（2022年～2029年） 〇川崎市内で活動する冒険遊び場（プレーパーク）団体など

との連携を検討する。 

 

■川崎市内の子どもの遊び場づくりに関わる団体 

・川崎市内では、下記にあるような団体が子どもの遊び場づくりに取り組んでいます。このよ

うな団体と連携して、富士通スタジアム川崎内で子どもの遊び場を開催することが考えられ

ます。 
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取組方針５． 

 観戦者に川崎の魅力を知ってもらう 
 

■取組内容 

（１）アメフト屋台村の継続と発展 

（２）地元企業との連携 

（３）観戦客のスタジアム周辺の飲食店等の利用促進 

（４）スポンサーの獲得 

 

 

（１）アメフト屋台村の継続と発展 

・これまで、近隣商店街の店舗様のご協力を得て、富士通スタジアム川崎内での「川崎アメフ

ト屋台村」を開催していますが、かなり好評であり、成果が現れていると思われます。この

ため、さらにアメフト屋台村を継続発展させ、川崎区民を中心に多くの人に知ってもらうよ

うな取組を行います。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇屋台村の告知拡大に取組、利用拡大を目指す。 

中・長期（2022年～2029年） 〇屋台村参加店を増やすことを検討する。 

 

 

（２）地元産業や農業との連携 

・アメリカンフットボールと地元産業、農業等が関係性をつくり、市民生活への貢献を行うこ

とにより、お互いの価値が高まることが考えられます。このようなことから、地元産業と連

携する仕組をつくります。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○市内工業や農業など、アメリカンフットボールと連携がで

きそうなものや販売方法等の調査・検討する。 

中・長期（2022年～2029年） ○試合会場等で、地元産業や農産物などの販売実施の可能性

を検討する。 

 

 



 

41 

 

■川崎は農業が盛ん 

・川崎は工業というイメージがありますが、北部の区では農業が盛んであり、名産物がたく

さんあります。また、JA セレサ川崎が運営する「セレサモス」や農家の直売所には、新鮮

な野菜を求める市民がいつもたくさん集まり、あっという間に売れてしまうほど、需要が

高いです。 

・一方で、富士通スタジアム川崎がある川崎区では農地がありません。このため、富士通ス

タジアム川崎で、川崎産の農産物を売り出したら、珍しいこともあり、多くの区民が買い

にくることが想定されます。 

 

□川崎の名産物 

 

出典：JAセレサ川崎ホームページ 
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（３）観戦客のスタジアム周辺の飲食店等の利用促進 

・富士通スタジアム川崎の観客が帰りに、周辺の飲食店などに足を運んでもらうことが重要で

す。このようなことから、観客に対して飲食店利用促進するためのクーポンサービスなどを

配布できるような仕組みをつくります。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇選手や観客への地元飲食店の紹介を行い、利用してもらう

ように促す。 

中・長期（2022年～2029年） 〇スマートフォンを利用したクーポン発信の検討を行う。 

 

 

（４）スポンサーの獲得 

・スポンサー（サポーター）を増やすためには、スポンサーする企業側のメリットを把握する

必要があります。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） ○地元企業とタイアップした広報活動の実施 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 
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取組方針６．魅力的な試合を開催する 

 

■取組内容 

（１）ビッグゲームの開催 

（２）ビッグゲームの丁寧な広報 

 

 

（１）ビッグゲームの開催 

・現在の富士通スタジアム川崎では、リーグ戦を中心に開催されていますが、選手権試合やそ

れに近い試合についても積極的に行うようにします。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇観客目線ですべてのアメリカンフットボールの試合を案

内する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇日本代表練習や壮行試合などを開催することを検討する。 

 

 

（２）ビッグゲームの丁寧な広報 

・市内でせっかくビッグゲームが多く開催されても、多くの人に知られていないと、観客が増

えません。このようなことから、ビッグゲームを開催し市民に広く告知、集客に結びつけま

す。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇市民への積極的な PR や観戦初心者への解説などの取組

を拡大し、広く市民にアメリカンフットボールの魅力を伝

える。 

中・長期（2022年～2029年） 〇川崎アメリカンフットボールファンクラブのようなもの

をつくり、ファンのリスト化を行い、ファンへの直接情報

発信を行うことを検討する。 
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取組方針７． 

 フラッグフットボールを通じた子どもたちの健全育成と市民の

“絆”の強化を図る 
 

・フラッグフットボールは 2017 年に改定された小学校学習指導要領に、低学年の鬼遊びを経

て、中学年・高学年で扱うことができるよう再度明記されたことから、その教育的効果の高

さが証明されています。そこで、運動が苦手な子どもでも「わかりやすく、楽しく、夢中に

なれるフラッグフットボール」をめざし、子どもたちの健全育成につなげていきます。 

・フラッグフットボールは、誰でも気軽にできるという球技の特性を活かし、する人・観る人・

支える人を増やし、フラッグフットボールを通じた市民の交流を促進し、多様な市民のつな

がりの強化、地域コミュニティの活性化を図っていきます。 

 

■取組内容 

（１）フラッグフットボールを「する人・観る人・支える人（育てる人）」の増加と子ど

もたちの健全育成 

（２）フラッグフットボールの拠点化の促進と「する人・観る人・支える人（育てる人）」

を増やす 

（３）フラッグフットボールを通じた市民の交流の推進 

（４）車いすスポーツとしてのホイールチェアーフットボールの普及 

 

 

（１）フラッグフットボールを「する人・観る人・支える人（育てる人）」の増加と子ども

たちの健全育成 

 

①子どもたちへわかりやすいフラッグフットボールの魅力の配信 

・2017 年に改定され 2021 年に全面実施される学習指導要領に基づき、「分かりやすく・楽

しく・夢中になれる」フラッグフットボールをめざし、体力の向上や健やかな心身を育むと

ともに「する人・観る人・支える人（育てる人）」を増やします。 
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②ゾーン得点方法のルールでのフラッグフットボールの市内交流大会の活性化 

・大会の運営にも子どもたちを参加させることで、「自主的に活動する、規則を守る、互いを尊

重する、勝敗を受けいれる」など学ぶ力を身につけることで健やかな心身を育むことができ

ます。このことから、これを子どもたちに伝えるために、勝利チームのみならず、フェアー

プレー・マナーの良いチームを表彰します。 

◎Spring CUP / ◎Autumn CUP（川崎市アメリカンフットボール協会主催） 

◎藤子・Ｆ・不二雄・ミュージアム CUP（川崎市主催） 

◎中原区小学生フラッグ交流大会（中原区役所主催） 

 

③フラッグフットボールの地域定着 

・フラッグフットボールをこども文化センターやわくわくプラザなどに広げ「する人・観る人・

支える人（育てる人）」を増やし、地域での定着を図ります。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇分かりやすく・楽しく・夢中になれるフラッグフットボー

ルを促進する。 

〇市内交流大会の活性化を行う。 

〇フラッグフットボールに取り組む団体が増加する取組を

行う。 

中・長期（2022年～2029年） 〇フラッグフットボールを教えられる市民を増やし、市内外

で活躍してもらう環境をつくる。 

 

 

（２）フラッグフットボールの拠点化の促進と「する人・観る人・支える人（育てる人）」

を増やす 

 

①全国レベルのフラッグフットボールの大会を開催し、「する人・観る人・支える人（育

てる人）」を増加 

・引き続き、NFL FLAG FINAL や THE HUDDLE BOL 等の全国レベルの大会を開催し、フ

ラッグフットボールの「する人・観る人・支える人（育てる人）」を増やします。 

・また、フラッグフットボール世界大会である、IFAFフラッグフットボール世界大会の誘致に

も挑戦することを検討します。 
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②指導者「支える人（育てる人）」育成の強化 

・さらにフラッグフットボールを広めるためには、教えられる人（指導者）が足りないと言わ

れています。このため、川崎市内で指導者講習会を積極的に開催し、指導者「支える人（育

てる人）」育成の強化を図ります。 

・指導者講習会は、川崎市民に限らず全国誰でも参加できるようにします。 

 

 

③フラッグフットボールとアメリカンフットボールの連携 

・フラッグフットボールは、アメリカンフットボールを誰でもが手軽に行えるよう工夫したス

ポーツであることから、アメリカンフットボール選手や関係者が、子どもたちにフラッグフ

ットボールの魅力を発信することにより、アメリカンフットボール自体の魅力の周知につな

がります。このようなことから、アメリカンフットボール選手や関係者がフラッグフットボ

ールの魅力や社会的、教育的価値を発信するとともに「する人・観る人・支える人（育てる

人）」を増やします。 

     

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇分かりやすく・楽しく・夢中になれるフラッグフットボー

ルを促進する。 

〇市内交流大会に参加するチームを増やすなど、活性化を図

る。 

〇フラッグフットボールに取り組む団体が増加する取組を

行う。 

〇NFL FLAG FINALや THE HUDDLE BOL 等の全国レ

ベルの大会を開催する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇IFAF フラッグフットボール世界大会の誘致の検討を行

う。 

○川崎出身のアメフト選手やＯＢが、市内でフラッグフット

ボールチームのコーチを務められる環境をつくる 
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（３）フラッグフットボールを通じた市民の交流の推進 

・フラッグフットボールは、年齢・性別・障害の有無に関わらず、誰でも気軽にできるという

球技の特性を活かし、体力の維持向上や健やかな心身を育み「する人・観る人・支える人」

を増やしながら市民の交流を促進し、多様な市民の“絆”を強化し、地域コミュニティの活

性化を図ります。 

・各区のスポーツ施設で、年齢・性別・障害の有無に関わらず誰でも気軽に参加できる体験会

を開催します。 

・合わせて、子どもから大人まで 4 カテゴリー（キッズ・ジュニア・レーディース・シニア）

の大会を開催します。 

・地域の企業や商店街との連携をさらに深めていきます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇各区のスポーツ施設で、年齢・性別・障害の有無に関わら

ず誰でも気軽に参加できる体験会の開催 

〇子どもから大人まで 4 カテゴリー（小学生・中学生・高

校生以上の女性・高校生以上の男女）の大会を開催 

中・長期（2022年～2029年） ○2019 年～2021 年の状況をみながら、新たな取り組み

を検討する。 

 

 

（４）車いすスポーツとしてのホイールチェアーフットボールの普及 

・近年、富士通スタジアムの向かいにあるカルッツかわさきでは、障害のある方と健常者が一

緒にフットボールを楽しめるホイールチェアーフットボールが試験的に開催されています。 

・2020 年の東京パラリンピックの開催等から、障害の有無に関わらず一緒に楽しめるスポー

ツが求められています。このようなことから、ホイールチェアーフットボールを多くの市民

に知ってもらうことや、楽しんでもらえる環境づくりに取り組みます。 

 

＜具体的には＞ 

時期 具体的な取組 

短期（2019 年～2021 年） 〇ホイールチェアーフットボールの PR を行う。チラシなど

を作成して、市内の学校に配布する。 

〇ホイールチェアーフットボールの体験会を市内各所で開

催する。 

中・長期（2022年～2029年） 〇ホイールチェアーフットボール市民大会を開催する。 
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２．コミュニティ戦略を踏まえたＰＲ活動 

 

（１）コミュニティ戦略とは 

 

・ＰＲ活動を展開していく際に、「どの段階の人々に」、「どの手段を活用して」、魅力情報を発

信していくかが重要であることが重要です。次の図は電通 abic project（2009）の「『AISAS

（アイサス：Attention,Interest,Search,Action,Share）』に『体験（Experience）』『関係

性（Relationship）』」を加えたモデル”をもとに作成した、情報を得ることによって地域へ

の居住や来訪等に対する人々の意識・行動が変化していくことを示した図です。大きな流れ

としては、左から右へ「知る」、「関心を持つ」、「調べる」、「行く」、「体験する・関係づくり」

の段階を経て、「住みたい・行きたい・働きたい・進出（企業など）したい」という意向へと

つながっていきます。また、各段階において他の段階とも情報の共有がなされており、相互

に影響を与えています。 

・川崎市におけるアメリカンフットボールも、これに沿ったＰＲ方法を検討することが考えら

れます。 

 

 

出典：川崎市シティプロモーション戦略プラン 
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（２）コミュニティ戦略を踏まえた取組 

 

・先に示した AISAS を踏まえると、次のようなコミュニティ戦略が考えられます。 

 

＜段階ごとの考えられる取組＞ 

段階 考えられる取組内容 

知る 

○川崎市のメディアを活用したアメリカンフットボールのＰＲ 

○フェイスブックやツイッターなどの SNS を活用した情報発信及び拡散 

○アメフトトークバトルの継続開催 

○かわさき市民まつりでのアメリカンフットボールの試合の開催 

○ホイールチェアーフットボールのチラシなどを作成して、市内の学校に配布 

関心を持つ 

○観戦講習会、市民招待による観戦動機付け 

○ストリーミング放送による観戦体験 

○「アメフト選手母校に帰る」の開催 

○フラッグフットボールの教育的価値、社会的価値の発信 

調べる 

○富士通スタジアム川崎や市内アメリカンフットボール・フラッグフットボール

チーム等の情報発信 

○アメリカンフットボールのルールや魅力、楽しみ方をわかりやすく表現したホ

ームページの充実 

○川崎市内で開催される試合に特化したホームページの作成 

行く 

○アメフト屋台村等来場者の満足度アップの施策実施 

○周辺飲食店の充実や割引、行ったときの楽しみを増やす 

○選手権や国際試合などのビッグゲームの誘致 

○市内各所のおける参加ハードルが低いフラッグフットボール大会の開催 

体験する・

関係づくり 

○選手に会える、チアリーダーに会える、観客への歓待 

○選手や監督へのインタビュー、握手会 

○富士通スタジアム川崎のフィールドでのフラッグフットボールやアメリカン

フットボール体験会の開催 

共有する ○観客等が SNS などで拡散したくなるような企画や環境づくり、話題づくり 
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３．各競技の連携した取組 

 

（１）連携の必要性について 

 

・川崎市は、「アメリカンフットボールを活用したまちづくり」を展開しており、トップチーム

の試合が観戦できるだけでなく、小学生たちが学校でフラッグフットボールを通じた育ちを

展開していることや、車椅子を使った「ホイールチェアーフットボール」のイベントを開催

し障害の有無に関係なく楽しむことなど、スポーツの子ども達への普及についてさまざまな

側面から展開しています。さらに、単なるスポーツ普及だけでなく川崎駅周辺商店街と連携

して地域経済の発展や競技を広める普及者、指導者の育成を行っています。 

・しかし、アメリカンフットボール、フラッグフットボール、ホイールチェアーフットボール

のイベントは、それぞれ独立して行われることが多く、あまり連携しているとは言えない状

況です。このため、これらが一体化して推進することにより、多くの市民への効果が得られ

ると思われます。 

・このようなことから、富士通スタジアム川崎で行われる X リーグや大学生の試合や小学校で

開催しているフラッグフットボール巡回授業、市内各地のスポーツセンターや小学校で開催

しているホイールチェアーフットボール体験会などが連携し、年間で普及・啓発活動を行い

ながら、最終的にフェスティバルを行い、３つのアメリカンフットボール競技を通し、市民

との交流が図れることを目標とします。 

 

＜それぞれのフットボールの効果＞ 

アメリカンフットボール 

・試合観戦を通じたトップレベルの技術の体感 

・チームを応援することにより、地元への誇りや愛着の醸成 

・スタジアム周辺の活性化、経済効果 

フラッグフットボール ・子どもの健全育成 

ホイールチェアーフット

ボール 
・障害への理解・共生の促進 

 

・３つのアメリカンフットボールが連携することにより、より「最幸のまち・かわさき」に繋

がっていくと考えます。 
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（２）連携したプロジェクトの運営について 

 

・３つのアメリカンフットボール団体だけでなく、施設管理者、学校関係者、商店会関係者な

どとも連携し、次のようなことに取り組みます。 

 

○小学校での巡回授業で配布する資料を制作し、３つのアメリカンフットボール競技や 

 活動を紹介 

○車椅子で利用しやすいお店を認定し、ステッカーを貼り啓発リーフレットを配布し 

 障がい者イベント開催時にマップなどを配布 

○富士通スタジアムの試合やイベント時での啓発イベント 

○カルッツかわさきなどで映像を流し、クラブハウスなどで啓発展示 

 

■フェスティバル企画イメージ 

・かわさきアメフットフェスティバル（仮）として、アメリカンフットボール、フラッグフットボー

ル、ホイールチェアーフットボールが連携したイベントを開催する。 

＜内容＞ 

・アメリカンフットボール交流会＋体験会など社会人・学生選手との交流型イベント 

・小学生フラッグフットイベント 

・ホイールチェアーフットボールの体験型イベント 

・商店会の模擬店での飲食やグッズの販売 

など 

・時期は、アメリカンフットボールシーズンが終わった１月下旬～２月で検討する。 
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第４章．取組方針の推進について 
 

１．実行体制について 

 

（１）実施体制 

 

・当取組方針を推進していくためには、アメリカンフットボール関連団体が中心になり、各種

団体と連携する体制をつくる必要があります。 

・これまでの状況を踏まえると、次のような実行体制を構築し、取組んでいくことが考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公益社団法人 

日本アメリカンフットボール協会 

（JAFA） 

 

川崎市アメリカンフットボール協会 

（KAA） 

①（仮称）推進コア会議 

（現在のワーキンググループの拡大版） 

①アメリカ

ンフットボ

ールの 

まちづくり 

推進会議 

川崎市 

地元商店会・町

内会等 

市内アメリカンフ

ットボールチーム 

富士通スタジアム

指定管理団体 

市内総合型地域ス

ポーツクラブ 

報告 

提言 

④連携団体 

③プロジェクトチーム 

例：情報発信 
③プロジェクトチーム ③プロジェクトチーム 

生み出す 

生み出す 

生み出す 
市内学校 
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（２）各組織の役割について 

①（仮称）推進コア会議 

・（公社）日本アメリカンフットボール協会及び川崎市アメリカンフットボール協会のなかに、

（仮称）推進コア会議を設置します。（仮称）推進コア会議は、当取組方針を踏まえて連携団

体と具体的な取組を実施することや、プロジェクトチームを生み出します。また、当取組方

針に関わる団体の連絡調整なども行います。 

・また、定期的に当取組指針の見直しを行います。 

・構成メンバーは、現在のワーキンググループのメンバーに必要なメンバーを加えます。 

 

②アメリカンフットボールのまちづくり推進会議 

・アメリカンフットボールのまちづくり推進会議は、当取組方針の推進状況のチェックを行い

ます。 

・（公社）日本アメリカンフットボール協会及び川崎市アメリカンフットボール協会は、当推進

会議に当取組方針の推進状況を報告します。当推進会議は、報告に対し評価やアドバイスを

行います。 

 

③プロジェクトチーム 

・当取組指針を具体化するために、専門的に取り組む組織としてプロジェクトチームを設置す

ることができます。 

 

④連携団体 

・当取組方針を具体化するために、必要な団体と連携しながら進めていきます。連携団体につ

いては、前ページに示された以外の団体と連携することも考えられます。 

 

 

２．当取組方針の見直しについて 

 

・当取組方針については、作ったら終わりではなく、状況や時代の変化を踏まえて見直してい

く必要があります。このようなことから、３年に 1 回は、見直しの検討を行います。 

・見直す際は、p52で示した団体から広く意見を出してもらうことが重要です。 
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資料編 
 

■ワーキンググループで出された意見 

・ワーキンググループでは、まずは 2009 年の取組方針をもとにして意見交換を行いました。

３年後の見直しを見据えて、ワーキンググループで出された意見を掲載します。 

 

アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

１アメリカン

フットボール

の拠点化の

推進 

（１） 魅力

的な試合の

開催 

魅力的な試

合の増加 

  

・TOP8&BIG8(KCFA)のゲ

ームの半分を実施してい

ただきたい。理由は新規

のサポーターも含めて”

安近短”的な戦略策定が

望まれるから 

実際に魅力的な試合は

増えている。ただし、来場

する観戦者は、従前から

のアメリカンフットボール

ファンがほとんどであり、

観戦者層が広がらないの

が課題である。 

(1)フラッグフットボールで

市内小学校へ 110校に

巡回指導を行っていて、

だいぶ定着し、合わせて

親にも浸透してきた。そ

れを活用して、親にアメリ

カンフットボールの魅力を

伝える。 

 

(2)子どもがアメフト選手

に会える機会をもっとつく

り、子どもに感動を与え

る。 

 

(3)アメリカンフットボール

を知らない人への対応が

できていない。実力差が

拮抗した試合がたくさん

あれば良いという人も多

いが、それはアメリカンフ

ットボールを知っている人

しかわからない。 

 

(4)アメリカンフットボール

観戦講座が人気である。

毎回て定員満員である。

ただし、講師が少ない状

況である。このため、講

座の講師を増やす仕組

みをつくる。 

 

(5)アメフト観戦講座受講

試合数の増加は良いこ

と。リーグ設計の見直しも

行い好ゲームが増えた

が、いかに PRするか？

が課題。 

川崎を象徴

する試合の

開催と積極

ＰＲの展開 

  

現行の”川崎ブランド”っ

て何？浸透しているの？

バックデータはあるので

すか。 

川崎市がアメリカンフット

ボールのメッカであること

が、市内に広がっていな

い。市外についてもアメリ

カンフットボールファンや

関係者以外に知られてい

ない。 

 

川崎でアメリカンフットボ

ールに関係する組織同

士が連携して PRできて

いいないのではないか。

（連携して PRする必要

がある） 

X、大学、高校などが川崎

市アメリカンフットボール

協会主導で連携を強化

する。 

川崎を象徴

する試合の

拡充の検討 

スポーツイベントには定

義が有りナショナリズム

＋スーパースターが必要

であるがその域まで来て

いないので時代に即した

広報計画をするべき。 

「川崎を象徴する試合」と

はどのようなものか、ど

のような演出かを検討す

る必要がある。 



 

55 

 

アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

  

X、大学、高校などが川崎

市アメリカンフットボール

協会主導で連携を強化

する 

者がインフルエンサーに

なってもらえる仕組みや

環境をつくる。 

 

(6)川崎市北部の市民に

は川崎でアメリカンフット

ボールがあることさえ知

らない人が多い。このた

め、北部の市民に伝える

方法を考える。 

 

(7)逆に川崎区周辺（蒲

田、鶴見あたり）では、川

崎でアメリカンフットボー

ルがあることを知ってい

る人が多い。このような

人を大事にする。 

より魅力的

な試合や世

界大会等の

招致・立上

げ 

世界大会がない現状をふ

まえると、既存の試合を

盛り上げた方が良いので

は？ナショナルチーム自

体の価値にも疑問 

今の状況では、国内大会

を先に盛り上げないと、

世界大会は目立たない。 

世界大会のアピールよ

り、国内大会の充実、盛

り上げが先ではないか。 

（２） 競技

人口増加の

取組 

低年齢層か

ら競技を楽

しむ環境の

整備 

  

道具等のレンタルか寄付

などして用品を五感で感

じさせる事も必要か・・・ 

タイタンズ計画でき、市内

に２チームできた。そこへ

の参加者はそれなりにい

るが、チームが増えるな

どの横の広がりがない。 

(8)小中学生にアメリカン

フットボールをやってもら

うことは難しい部分もあ

る。このため、フラッグフ

ットボールの場でアメリカ

ンフットボールを体験して

もらう場をつくる。 

(9)子ども達の間では、フ

ラッグフットボールとアメ

リカンフットボールがつな

がっていない。このため、

フラッグフットボールとア

メリカンフットボールを連

携させて周知する。 

(10)参加しやすさを考え

ると、中学生では、アメリ

カンフットボールだけでな

く、フラッグフットボールに

も力を入れる。 

(11)小学生時代にフラッ

グフットボールに興味が

ある子どもを徹底的に増

やす取組を行う。 

(12)アメリカンフットボー

ル、フラッグフットボール

をマルチスポーツとして

位置付ける、発信する。

フラッグフットボールの巡

回指導のおかげで可能

性が広がった。中学生の

ボトルネック解決、学校

体育以外での機会提供

が課題。 

小学生では盛り上がって

きたが、中学生がボトル

ネックになっている。原因

は指導者が足りないこと

と、部活との兼ね合いが

原因である。 

低年齢層か

ら競技を楽

しむ環境の

拡大 

  

 

他の競技では、子どもの

囲い込みをやっている

が、アメリカンフットボー

ル、フラッグフットボール

で他の競技と同じように

囲い込みを行うのか。 

フラッグフットボールの巡

回指導のおかげで可能

性が広がった。中学生の

ボトルネック解決、学校

体育以外での機会提供

が課題。 

それともマルチスポーツ

としての良い面を発信す

るか。 

競技を楽し

む環境の更

なる拡大 

 
アメリカンフットボールは

ハードルが高い。子ども

の年齢に合わせた参加
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

の仕方が必要ではない

か。 

→アメリカン、フラッグもシ

ーズンが短いので、他の

スポーツに取り組めるこ

とを発信する。→アメリカ

ンフットボールの選手は、

過去に様々なスポーツを

やってきている人が多い

ことを発信する。（ポジシ

ョンごとに求められること

が違うので、これまでやっ

てきたスポーツが活きる

スポーツ）→フットボール

は最も日本ナイズされて

いない。(13)フラッグフット

ボールの巡回指導にお

いて、アメリカンフットボー

ルのポジションに合う子

どもがみられる。これをア

メリカンフットボールにつ

なぐ仕組みをつくる。 

  

  

フラッグフットボールの巡

回指導のおかげで可能

性が広がった。中学生の

ボトルネック解決、学校

体育以外での機会提供

が課題。 

フラッグフットボールで

は、指導者資格をつくる

ことが必要ではないか。 

資格には、先生を目指し

ている大学生が取得した

くなるインセンティブが必

要。 

フラッグフットボールの巡

回指導のおかげで可能

性が広がった。中学生の

ボトルネック解決、学校

体育以外での機会提供

が課題。 

  

競技経験者

の掘り起こ

し 

  

 「競技経験者の掘り起こ

し」の内容が不明である。 

各協会と連携して地道に

やるしかない。連携強化

が重要。 

  

（３） 競技

の普及・発

展の拠点の

形成 

指導者等会

議・講習の

開催 

  

  

 

指導者等会議・講習の開

催はできていない。特に

「指導者会議」とは、どの

ようなものなのか、何を目

指していたのか不明確で

ある。再度議論する必要

がある。 

指導者等会議・講習の開

催はできていない。特に

「指導者会議」とは、どの

ようなものなのか、何を

目指していたのか不明確

である。再度議論する必

要がある。 

 

川崎を拠点に指導者講

習会等を行うべき。協会

とのすり合わせ、場所の

確保などが課題。人が集

まる仕組みづくりができ

れば、連携強化につなが

る。 

指導者等会

議・講習等

の充実 

  

  

中学生タッチフットボール

では指導者向け講習会

開催は記憶にない 

指導者等会議・講習の開

催はできていない。 

特に「指導者会議」とは、

どのようなものなのか、

何を目指していたのか不
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

川崎を拠点に指導者講

習会等を行うべき。協会

とのすり合わせ、場所の

確保などが課題。人が集

まる仕組みづくりができ

れば、連携強化につなが

る。 

明確である。再度議論す

る必要がある。 

指導者等の

活躍の場の

確保に向け

た検討 

  

 「指導者等の活躍の場」

の意味や設定が不明確

である。再度議論する必

要がある。  

  

川崎を拠点に指導者講

習会等を行うべき。協会

とのすり合わせ、場所の

確保などが課題。人が集

まる仕組みづくりができ

れば、連携強化につなが

る。 

    

指導者等の

活躍の場の

提供 

  

  

 

「指導者等の活躍の場」

の意味や設定が不明確

である。再度議論する必

要がある。 

  

小学校 113校の卒業生

の”スーパースター”を探

せをお願いしてこの活動

に参加を促す（アメリカン

フットボール経験者のみ） 

  

川崎を拠点に指導者講

習会等を行うべき。協会

とのすり合わせ、場所の

確保などが課題。人が集

まる仕組みづくりができ

れば、連携強化につなが

る。 

  

競技者に対

するサポー

ト体制の充

実 

昨年 H29、法政大グラン

ドでヘッズアップフットボ

ールの指導が中学生向

けに開催された。 

今後必要な視点である

が、サポートが必要なほ

ど競技者が増えていな

い。 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

まずどんなサポートを求

めているか？の把握から

すべき。 

  

２アメリカン

フットボール

を活用した

地域商業・

経済・コミュ

ニティの活

性化 

（１） 競技

団体と市内

商店街の連

携、地域経

済活性化 

試合観戦者

が地元商店

を訪れる仕

組づくり 

  

・徹底的にアメリカンフット

ボールに関する事を行い

市民に”変わったな”を確

認す

る。                

・ビジュアル表現で先ず

は見せるべきである。市

スポーツ室の職員はアメ

リカンフットボール Tシャ

ツを制服として来ていた

だきボランティア賛同者

には色違いで作成し貸与

して参加してもらう 

富士通スタジアム川崎か

ら商店街への導線が必

要である。お店を知っても

らうための取組も重要で

ある。ルフロンとの連携

は大きい。成果を出して

いる。もっと詰めた具体

的なアイディアが必要で

ある。 

(18)渋谷センター街がバ

スケットストリートと呼ば

れたように、アメフト商店

街の通りなどをアメリカン

フットボール関係の名称

で呼ぶようにする。 

(19)商店街×アメリカンフ

ットボール関係者×川崎

市のワーキンググループ

があるので、そこと連携

する。 

(20)アゼリアやアトレでア

メリカンフットボールをＰＲ

してもらう。アトレの店員

がたまにフロンターレの

ユニフォームを着ている

が、そのような感じで。 

(21)商店街のお店がアメ

リカンフットボールに何を

望んでいるのか把握する

必要がある。把握したう

えでコラボの内容を考え

る。 

(22)これまでさまざまな普

及活動が行われている

が、点で終わっている、こ

れを戦でつなぎ、面に広

げる取組を行う。 

川崎市に存在するさまざ

まな関係者との連携は深

まってきていると感じま

す。あとはどうやるか？ア

イディア次第。 

試合観戦者

が地元商店

を訪れる仕

組の充実 

  

  

観戦後の飲食店利用で

割引 

地元商店街のメリットを明

確提示すべき。スマホな

どで連動すれば、新たな

ビジネスチャンスも。 

会場での地元商店街によ

る屋台村 

商店街イベ

ント等への

参加の継

続・拡大 

・年間スケジュールを目

のつくところに掲示してい

ただく。 

  

参加して露出を増やすべ

きだが、ヒト・カネなど限り

あるリソースの選択と集

中を考慮すべき 

商店街によ

る競技や地

元チームの

川崎市アメリカンフットボ

ール協会が各大学へ理

解資料を提供する 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

PR活動へ

の協力・支

援 

  

参加して露出を増やすべ

きだが、ヒト・カネなど限り

あるリソースの選択と集

中を考慮すべき 

商店街によ

るスポンサ

ーシップや

イベントの

開催・運営 

参加して露出を増やすべ

きだが、ヒト・カネなど限り

あるリソースの選択と集

中を考慮すべき 

（２） ホー

ムチームの

地域密着化 

ホームチー

ム等の地域

活動への参

加の継続 

  

  

   
(23)川崎市に本拠地を置

くチームに限らず、どのチ

ームでも川崎市内でＰＲ

できるようにする。そのよ

うな、チームに対して川

崎市に関わる協会として

応援する。 

 

(24)フラッグフットボール

の「アメフト選手の母校に

帰る」と一緒に取り組む。 

 

(25)川崎市出身の選手を

応援する仕組みをつく

る。 

 

(26)Ｘリーグ、学生チーム

など、全チームが川崎に

関われる環境をつくる。 

 

(27)川崎には富士通スタ

ジアムのようにきれいな

ところで観戦できるようこ

とを、広く周知する。 

 

(28)アメフト部がある大学

が、川崎に貢献するイン

センティブを明確にする。

これにより、大学も川崎

に関わりやすくなる。 

チーム間に格差があるの

がもったいない。協会等

がバックアップを強化し

て、X・大学・高校、フラッ

グなどの縦の連携のコラ

ボも必要。 

  

富士通フロンティアーズ

による小学生へのスポー

ツ教室実施 

各チーム力をいれてやっ

てる。選手としては、ファ

ンを増やすというより、自

分が頑張れる気がしてい

る。これを目標になってい

る。「する」「みる」「支え

る」の視点を取り入れた

取り組みを考えるべきで

ある。各チームでこれま

で取組が行われている。

今後、どう展開するかが

課題。 

地域がホー

ムチームを

応援する取

組の検討 

  

チーム毎のプライドシー

ルの活用 

チーム間に格差があるの

がもったいない。協会等

がバックアップを強化し

て、X・大学・高校、フラッ

グなどの縦の連携のコラ

ボも必要。 

地域一体と

なったゲー

ムデイイベ
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

  

  

ントの企画・

開催 

  

  

ハーフタイムでの地元中

学生による演奏 

チーム間に格差があるの

がもったいない。協会等

がバックアップを強化し

て、X・大学・高校、フラッ

グなどの縦の連携のコラ

ボも必要。 

（３） 地元フ

ァンの増

加、応援体

制の強化 

ホームチー

ムへの関心

を高める取

組 

  

サポーターチームの「プラ

イドシール」の活用を 

アメリカンフットボールの

場合、フランチャイズとし

て考えるのではなく、セン

トラルタイプになってい

る。このため、セントラル

タイプとして、どう盛り上

がるか、その視点で考え

ることが必要である。（日

本のカーリングに近い） 

 

富士通フロンティアーズ

の試合はほぼ満席になっ

ているが、その他の試合

が満席になっていない。

その他の試合をどう満席

にするかを考えるべきで

ある。 

(29)シーズンチケットを活

かす。もっとシーズンチケ

ットを売れるようにする。

合わせて、シーズンチケ

ットを買うメリットをつく

る。 

 

(30)集客が難しいチーム

への対応を考えることが

必要である、その対応の

パッケージをつくる。 

 

(31)川崎にフランチャイズ

があるチームに限らず、

川崎市内でフラッグフット

ボールに関われるように

する。 

地元ファンも重要だが、

それにこだわる必要もな

い気がします、、初観戦

者のきっかけづくりには

有益。 

ファンクラブ

の形成促進 

デジタルでのファンクラブ

運営はマスト 

地元住民に

よるサポー

ター組織の

形成活動 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

３ 

アメリカンフ

ットボールと

川崎の 

魅力発信・

相互イメー

ジアップ 

（１） 共同Ｐ

Ｒ活動の展

開 

アメリカンフ

ットボール

関連情報と

川崎の魅力

の相互ＰＲ 

  

指定管理者のフロンター

レへの支援（入口のアメリ

カンフットボール人形のシ

ャビーなモノで有りイメー

ジが悪く夢を抱かせるも

のでないので現場に来た

人間が”おっ！変わった

な”とイメージをするビジ

ュアルが欲しい。決して

人形でなくても良い（例え

ば今週の標語でも良い

し”みつをサンの様な墨

文字で OK） 

まずは、相互ＰＲについ

て、アナログ事例につい

て検証するべきである。 

 

デジタルの充実も必要で

ある。 

 

どういうメディアを使って、

どうすれば良くなるか知

見も溜まっているので、そ

れを活かす。 

 

協会と行政が協働でＰＲ

していることについて、総

合的にはすばらしいこと

である。 

(2)南武線を活用して、川

崎とアメリカンフットボー

ルをＰＲする 

→車内広告（済） 

→トレインビジョンで動画

放映等。 

 

＜課題＞ 

市民に川崎でアメリカンフ

ットボールを開催している

ことを知られていない。 

アメリカンフットボールの

ＰＲだけでなく、川崎市と

アメリカンフットボールの

両方をＰＲする必要があ

る。 

アメリカンフットボールが

川崎市まちづくりでどのよ

うに貢献できるのかを、

明確にする必要がある。 

 

(33)アメリカンフットボー

ルの選手が川崎市をＰＲ

するワードを持つように

する。 

 

(34)川崎市が何をＰＲした

いのかを知る。 

 

(35)アナログのＰＲも大

事。 

川崎駅電子表示板による

試合告知 
  

  

行政との連携は素晴らし

い。どのような内容で発

信するか？が課題 

ターゲットの明確化が必

要。 

 

役割分担の明確化が必

要である。 

 

それを割り振り（コーディ

ネート）する体制も必要。 

市施策・イ

ベントのＰ

Ｒ・アピール

への競技関

係者の起用 

  

市バス等の車内広告及

びバス停音声案内 

地元チーム以外のファン

をいかに富士通スタジア

ムへ呼ぶかを考える必要

がある。 

区民祭等への選手・チア

ーの出演 

市施策・イ

ベントのＰ

Ｒ・アピール

への競技関

係者の起用 

行政との連携は素晴らし

い。どのような内容で発

信するか？が課題 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

新たな媒体

や広報物の

検討 

デジタルでの PR方法を

考えるべき。アナログは

選択と集中。 

新たな媒体

や広報物の

活用 

  

  

  

図書館のレシートへのＰ

Ｒ印字 

市バスマップへの PR記

載 

英語表記のＰＲパンフ作

成 
  

小学生向け英語教材作

成 
  

内外先進都

市との交流

事業の検討 

特に関西圏の都市との交

流をして、川崎モデルを

展開する価値はあり(教

えてほしいとの依頼有) 

  

（２） 誰でも

楽しめる観

戦環境づく

り 

観客ニーズ

の把握 

・プロの解説者（お金が有

ればオードリーの若林）を

入れる。観る楽しさや誰

でも分かるトーン＆マナ

ーで 
観客別にニーズを把握し

分析する必要がある。 

 

観客は増えており、満席

になる試合は増えてい

る。 

(36)観客の何を望んでい

るのか、しっかり把握す

る。 

 

(37)アメリカンフットボー

ルを理解するためにルー

ルを簡単に知る、理解す

る仕組みをつくる。 

（例） 

観戦講座の回数を増や

す 

会場でルールガイドを実

施する（女性がガイドする

など） 

 

(38)スタジアムの観戦環

境の整備（例：授乳室な

ど） 

 

(39)観戦環境づくりは、今

となっては当然のことで

ある。いまさらここで語る

  

顧客のニーズ把握はな

かなか難しいが、女性や

子ども連れでも見やすい

環境整備は重要。 

観客ニーズ

に沿った取

組の推進 

X リーグのデータを活用

して観戦者マーケティン

グに生かすべき。 

市民参加に

よる来場者

サービスの

提供 

どの顧客を対象にするの

か？で違いがある。行政

との連携強化することで

ニーズが把握できる可能

性も。 

「市民参加による来場者

サービスの提供」とはどう

いうものかを検討する必

要がある。 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

必要がないのではない

か。 

４ 

フラッグフッ

トボールを

通じた 

子どもたち

の健全育成

と 

市民の“絆”

の強化 

（１） フラッ

グフットボー

ルの推進に

よる子ども

たちの健全

育成 

子どもたち

へのフラッ

グフットボー

ルの普及促

進 

中島さんが尽力している   

(40)学校以外での普及と

は、何をもって普及なの

か明確にする。 

 

(41)学校において体育以

外でも、フラッグのボール

で遊べるようにする。 

 

(42)市内にフラッグフット

ボールのクラブチームを

増やす。 

 

(43)市内にフラッグフット

ボールのクラブチームの

情報発信を活発にする。 

 

(44)チームをつくらなくて

も（チームに入らなくて

も）、個人でも楽しめる環

境をつくる。 

H18から H30まで 13年

間行われている川崎市フ

ラッグフットボール巡回指

導は H30では小学校 98

校、中学校 1校、高校 1

（普通 1/定時制１）特別

支援学校 1校、小学校の

クラブ活動・校内研修で

実施され、市内公立学校

に定着し、普及促進され

ている。 

  

素晴らしい事例。   

フラッグフッ

トボール市

内交流会の

開催 

   

川崎市と川崎市アメリカ

ンフットボール協会の協

力連携で小学生フラッグ

フットボール交流大会は

年 4回開催。子どもから

大人まで楽しめる体験

会・講習会は夏休み中に

1回、とどろきアリーナで

開催。 

  

素晴らしい事例。   

フラッグフッ

トボールの

地域定着 

富士通スタジアム川崎で

東日本選手権、日本選手

権が開催されている 

フラッグフットボールの普

及にこんなに力を入れて

いる自治体はない。 

  

  

子ども文化センター、総

合型スポーツクラブなど

地域に定着してしつつあ

るが、まだ、日常の遊び

の中に広く普及している

とは言えない。 

学校では取り組まれてい

るが、放課後や休日にフ

ラッグフットボールで楽し

んでいる子どもはあまり

みかけない。放課後や休

日にフラッグフットボール

を楽しむ子どもを増やす
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

ための環境づくりが必要

である。 

学校体育以外での普及

をどうするか？金井先生

いつも話している課題で

す。 

フラッグフットボールは、

子どもたちにとってどのよ

うな価値があるかをしっ

かり発信する必要があ

る。 

 

それをフットボール関係

者が言えると良い。 

（２） フラッ

グフットボー

ルの拠点化

の推進 

日本フラッ

グフットボー

ルの全国発

信拠点化の

推進 

富士通スタジアム川崎で

東日本選手権、日本選手

権が開催されている 

富士通スタジアム川崎が

拠点となりつつある。 

 

もっと気軽に楽しめるた

めの環境づくりが必要で

ある。 
(45)今の取り組みを継続

する。 

 

(46)指導者育成を学校体

育とクラブチームで分け

て考える。 

 

※フラッグフットボールの

拠点化の推進、フラッグ

フットボールとアメリカン

フットボールの連携は、ア

メリカンフットボールの推

進に持っていく。 

 

※フラッグフットボールに

ついては、「子どもの健全

育成」と「競技の普及」に

分けて考える。 

HuddleBowl・NFLFlag東

日本大会、全国大会の開

催により全国のフラッグフ

ットボールプレイヤーが

川崎での試合を目指して

いる。 

  

THE HUDDLE BOWL、

NFL FLAGなどフラッグフ

ットボールビッグゲーム

の開催 

  

拠点化してきていると思

います。あとは内容と回

数。 

  

フラッグフッ

トボール指

導・育成の

拠点化 

   

 

小学校体育研究会主催

の夏季実技研修会で先

生方がフラッグ指導でき

るよう対応した 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

ハドルボウルに地元との

アライアンスを入れる（ソ

ロソロメイクアウイッシュ

は終わりでゲームズメー

カーKawasaki ピープルを

意識して展開をして行っ

た欲しいですね（そうしな

いと指定趣旨成り立ちが

管理者のフロンターレか

らクレームが入ると思わ

れます） 

  

拠点化してきていると思

います。あとは内容と回

数。（飯塚） 

  

フラッグフッ

トボールと

アメリカンフ

ットボール

の連携 

川崎オレンジ、FFFCから

中学生タッチや高校フット

ボールのコネクションが

若干みられる。 

地域（市単位くらいで）ご

とに協会同士で話し合う

場が必要である。 

  

川崎出身の Xleagueの

選手が母校の巡回指導

に参加して子ども達にア

メリカンフットボールに興

味関心を持たせる活動を

実施。 

できている部分もある

が、できていない部分も

ある。 

  

まずは協会同士がさらな

る連携、それから行政を

巻き込むのが賢明。 

  

（３） フラッ

グフットボー

ルを通じた

市民の交流

の推進 

幅広い世代

へのフラッ

グフットボー

ルの紹介 

FFFCではシニアチーム

も存在している（土橋） 
  

※フラッグフットボールに

ついては、「子どもの健全

育成」と「競技の普及」に

分けて考える。 

Xleagueの試合前のイベ

ントで「親子でキャッチボ

ール」の実施（金井） 

  

子どもと大人が一緒にで

きることを PR し、地道に

実施していくしかない。 

  

幅広い世代

へのフラッ

グフットボー

 交流のイメージが明確で

はない 
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アメリカンフットボールを活用した 

まちづくり取組方針 
これまでの取組の評価と今後の取組 

基本方針 取組方針 
具体的な取

組内容 

Ｈ21～30までの取組の

状況 
課題の抽出 

課題解決のための 

アイディア 

ル交流機会

の提供 

  

  

川崎市民祭り H29参加し

フラッグのボールを貸し

出し子どもから大人まで

楽しんでいただいた。 

今後はおとなへの取り組

みが必要ではないか。 

→スポーツする人（おと

な）60%にする必要があ

る。 

子どもと大人が一緒にで

きることを PR し、地道に

実施していくしかない。 

  

フラッグフッ

トボールと

地域の交流

の促進 

  

  

   

子どもと大人が一緒にで

きることを PR し、地道に

実施していくしかない。 

  

中原区役所主催の小学

生フラッグフットボール交

流大会への協力 

  

※アメリカンフットボールを活用したまちづ

くり取組方針にない取組・視点・アイディア 

①与件の整理は深く関与

して居ないのでアバウト

で書いてあるので KAA

や市スポーツ室の協力が

必要と思われる                        

②コミュニケーション戦略

が非常に悪く古い慣習や

忖度など取り除き”市民”

中心に考え政府が行なっ

て居る地方創生や地方

自治体への予算配分及

び補正予算など視野に入

れて討議が必要と思われ

る SNSや新しいコミュニ

ケーションツールを理解

し取り入れる事によって

新たなコミュニケーション

ターゲットが生まれると思

われる 

⓷今回は障がい者とかに

は触れていないが川崎が

新しい取り組みに必ず入

れている言う姿勢は欲し

いですね 

    

まずは我々の組織体制

を確立し、各関係団体と

の連携を深めることがス

タート(内部マネジメントの

整備)アイディアは思いつ

いたらその都度提案しま

す。 
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清水 裕司     公益社団法人 日本アメリカンフットボール協会 専務理事 

渡部 滋之     公益社団法人 日本アメリカンフットボール協会 常務理事 

金井 由明     川崎市アメリカンフットボール協会 理事長 

太田 正治     NPO 法人 東京グラスホッパー 理事 

飯塚 啓太     帝京平成大学 現代ライフ学部 経営マネージメント学科 トレーナース

ポーツ経営コース 助教 

土橋 雅之     関東中学生アメリカンフットボール連盟 理事 

中島  要     川崎市アメリカンフットボール協会 理事 

 

＜オブザーバー＞ 

八木 一志     川崎市役所市民文化局市民スポーツ推進室 課長 

 

（２）検討スケジュール 

 

日程 内容 

2018年 

５月 5 日 ・取組指針策定のプロセス、スケジュールの検討 

６月３日 ・2009 年度取組方針振り返り方法の検討 

７月 15 日 ・2009 年度取組方針振り返り（課題の抽出） 

８月 14 日 ・2009 年度取組方針振り返り（課題解決のためのアイディア出し） 

９月 12 日 ・2009 年度取組方針振り返り（課題解決のための方法の検討） 

11月14日 ・当取組指針の基本目標と方向性の検討 

12 月 6 日 ・当取組指針の具体的な取組の検討 

2019年 

１月 15 日 ・当取組指針の取りまとめ 

２月 15 日 ・当取組指針の取りまとめ 

３月 29 日 ・当取組指針の最終確認 
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